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［要旨］本研究は、土壌有機物および土壌動物の放射性炭素14の天然存在比および炭素・窒素の

安定同位体比を用いることにより、土壌炭素の蓄積履歴および土壌動物の有機物利用を解明する

ことを目的とした。まず、北海道大学苫小牧研究林において、1960年代の核実験由来の放射性炭

素が増加する以前に樹種の交替があった森林と樹種交替のない森林を比較し、樹種タイプが落葉

堆積層の分解速度および土壌動物群集を変化させ、土壌動物（とくにミミズ）による炭素の混合

効果が土壌炭素集積に影響を与えていることを示した。また、土壌炭素の中でミミズが利用した

炭素の年代を決定することにより土壌動物の炭素利用が多様であることを示し、森林植生−土壌有

機物−土壌動物多様性の関係を示した。次に、八ヶ岳においてキシャヤスデの発生の履歴の異なる

森林土壌の比較、茨城大学農学部附属農場の農地土壌における土壌団粒の炭素年齢の測定、およ

び茨城県北茨城市小川における食物網の研究を行った。八ヶ岳においては、土壌有機物およびキ

シャヤスデの炭素・窒素の安定同位体比に関して大きな変化があることがわかり、放射性炭素分

析（Δ14C）結果はキシャヤスデが異なる炭素年齢の土壌有機物の混合効果に影響を与えているこ

とを示した。さらに、茨城大学農場の研究では団粒に比べて細土に含まれる炭素の起源が新しい

ことがわかり、団粒構造で古い炭素が固定化されることが推察された。最後に、茨城県の小川に

おいては、樹上のクモ類が新しい炭素起源を持つ生食連鎖と古い炭素起源を持つ腐食連鎖系を連

結しており、クモ間の捕食行動の違いが、食物網連結機能に相違をもたらしている事が明らかに

なった。これらを通して、本研究は生態系の中の「炭素循環の時間軸」を土壌有機物・落葉堆積

層・デトライタス食者・捕食者に至るまで明示することの重要性を示した。この推進費研究の結

果は、生態系の中に放射性炭素14（Δ14C）を用いて時間軸を明示することで、「当年の」環境変

動が食物網を通じてどのような波及効果を及ぼすかを理解することができることを示した。 
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１．はじめに 

 地球規模の環境変動として、大気中の二酸化炭素濃度の上昇と地球温暖化が明確なものとなっ

てきた。さらに、近年の人間活動の影響を受け、生物多様性の減少も問題となっている。そこで、
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